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九州大学 ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・
センター（QREC）は、新しい価値創造にチャレンジし、
社会変革を引き起こすグローバルリーダーの育成を
目指します。
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グローバルな舞台でイノベイティブな起業家を
いかに育成していくかが一番重要です。
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　QRECは創立以来５年目になりました。谷川前センター長のリーダー
シップと講師皆様の努力及び大学のサポートで延べ2000人以上の学
生がQRECの講義を受けてこられました。大変な実績を作り上げられ
たことに心から感謝と誇りの気持ちを述べさせていただきます。
　去る６月、谷口新センター長が着任挨拶でシリコンバレーに来られま
した。今までの基礎をもとに新しいビジョンを聞かせていただきま
した。グローバルな舞台でイノベイティブな起業家をいかに育成してい
くかが一番重要な課題ではないかと思います。
　福岡市は日本のスタートアップを育てる戦略都市であり、高島市長
も最近自ら視察団を率いてシリコンバレーを訪問されました。今後
QRECのプログラムをもっと活かして、産官学の力を合わせて日本の
スタートアップに貢献することを心より期待します。

　QRECはロバート・ファン博士の寄付を契機に、ベンチャー・ビジネス・
ラボラトリーを改組して2010年に設立された九州大学の学内共同教育
研究センターです。
　この５年間で、起業家精神（アントレプレナーシップ）に富む人材育成の
ための体系的なカリキュラムを編成し、ビジネスの世界だけでなく、全学の
新たな価値創造にチャレンジする学生に対して、30科目に及ぶプログ
ラムを提供するに至りました。このような他に例を見ない総合的な取り
組みに対して、2013年度の科学技術白書で高く評価されたところです。
　今後は、自ら考え行動するアクティブラーナーにプロジェクトベースの
多様で実践的な教育機会を提供するとともに、起業につながるエコシステム
の構築と世界の大学・研究組織との連携によるグローバルな展開を図り、
社会への貢献を目指して自ら新たな取り組みにチャレンジしていきたいと
考えています。
　皆様のご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

沿 革
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（VBL）設立 ＊QRECの前身

チャレンジ&クリエイション（C&C）開始

アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）開始

●グローバル・チャレンジ&クリエイション（G.C&C）開始

●教育者のためのアントレプレナーシップ教育に関する
　３日間の国際ワークショップ（IWEE）を開催

●平成25年度科学技術白書にQREC教育が掲載

●文部科学省のEDGEプログラムに採択

●アールト大学との連携契約締結

正規講義を全31科目まで拡大
●伊都キャンパスへ移転

●ダッカ大学との連携契約締結

●QREC工房の運用開始

●海外招聘講師によるアントレプレナーシップ教育者のための
　セミナーを開催

●アントレプレナーシップ・米国セミナー（QREP2.0）に
　リニューアル

●第9回ニッポン新事業創出大賞・「支援部門」最優秀賞の
　経済産業大臣賞を受賞

●福岡市と連携（イノベーションスタジオ福岡実施）

正規講義を開講（16科目でスタート）（基礎8・応用7・実践1）

●全国VBLフォーラムを主催

＊VBLを改組・再構築

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター
（QREC）設立

1 Robert T. Huang Entrepreneurship Center of Kyushu Universit y 2Robert T. Huang Entrepreneurship Center of Kyushu Universit y



2011
年度

2012
年度

2013
年度

2015
年度

2014
年度

使 命

受講生累積数

■は学生プロジェクト参加延べ人数

※当グラフは、各年度のQREC教育プログラム／プロジェクトに
　参画いただいた学生数を累積して表わしたものです。

※上の2層が各年度の増加人数を
　表わしています。

■はQREC科目履修者の延べ人数

新たな価値の創造にチャレンジし世界に羽ばたく
リーダー人材の育成

国内外の主要大学等とも連携した先進的な
アントレプレナーシップ教育

次代を担うグローバル・リーダー

QRECとは

●九州大学の学生に対し、先進的なアントレプレナーシップ関連教育を提供する
ことにより、九州大学から自立心、向上心、グローバル意識を有し、積極的に
新しい価値創造にチャレンジする、世界に羽ばたくリーダー人材を輩出します。

●ベンチャー起業に限らず、大企業、アカデミア等を含む社会のあらゆる分野で、
新たな価値創造に挑戦する人材育成を目指します。

●地域におけるアントレプレナーシップ醸成のハブを確立します。

目 標

アジアでトップクラス
にランキングされる

教育・研究組織を目指す

●自ら機会を発見・創造して、目標と道筋を構想する能力ある人材

●新たな価値創造に対して積極的に挑戦する人材

●個人としての自立意識を持つ人材

●社会や世界を幅広く俯瞰できる知識と能力を持つ人材
　（T字型人材、グローバル人材）
●知識を社会で活かす意欲と具体的価値を創造する能力ある人材
　（MOT人材）

育成すべき
人材

活 動

新興国ビジネスや社会的起業等、現
代的な課題への対応力養成も含めた、
ユニークかつ国際的競争力ある組織
として、九州、日本はもちろんのこと、
アジアにおける本格的かつトップクラ
スのアントレプレナーシップ教育・

研究組織を目指します。

学部/大学院一貫の
体系的科目の提供

アントレプレナーシップ
教育とMOT教育などの
融合

プラクティカル、
産学連携

現代ニーズへの対応した
アントレプレナーシップ
研究・教育法の研究

分野融合と多様性
の確保

グローバル性の重視

特色

Global
［ グローバル ］

Practical
［ プラクティカル ］

Design
［ デザイン ］

米国やアジアなど、世界の大学や企業
等とネットワークを結び、国際標準の
教育カリキュラムを目指します。

座学による講義に留まらず、具体的な
プロジェクトベース教育、双方向の
ディスカッション等、リアルでインパク
トのある講義を行います。

新しい社会的価値実現のためには、問
題が何かを探索し発見した問題解決
のための構想を立てること（Design）
が必要です。

九州大学の全学生を対象に、先進的で体系的なアントレプレナーシップ教育を行う
とともに、同教育において定評ある海外諸大学を中心に、国内外の大学等と連携を
構築し、教育・研究活動を行っていきます。あわせてQRECでは次の4点をベースに、
それぞれが関連しあう取り組みを行っています。

教
育

社
会

連
携

研
究

組
織

運
営

（新興国ビジネス・社会的起業等）

（世界の主要大学等と連携し、
 国際的な教育の実施）

（学内部局と相互連携し、
 教育の企画・実施）

（双方向参加型・体験型・
 実践的教育の実施）
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2660
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1725
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1048
名

3443
名

440
名



　QRECが提供する教育プログラムは、広義のアントレプレナーシップ涵養を目指すものであり、学生
自らが自らの意志で「行動」を始める段階までを教育の対象としています。すべての九大生のE.T.A
（Entrepreneurial Thinking and Action）を高めることがQREC教育プログラムの目的となります。
QRECではE.T.Aを高めるために多種多様なプログラムを網羅的に提供しています。

　今日のアントレプレナーシップ教育は「アントレ
プレナーシップに“ついて”（about）」学ぶことから、
プロジェクトの遂行や実際と同じ行動を行うなど
の実践を経験することで「アントレプレナーシップ
を“通して”（through）」学ぶことが主流となりつつ
あります。
　QRECにおいても、「試行の実践」から「遊び心の
実践」、「共感の実践」、「創造の実践」の４つの実践
を経て、再び「試行の実践」に至るサイクルを回し
ながら、学生自らが実践した結果を省みて良し悪
しを判断する省察を行うことで、創造力を発揮し、
他者と共感し、イノベーションの実現に対する挑戦
心を有するアントレプレナーシップを持った人材の
育成を目指しております。

QRECのアントレプレナーシップ
教育の基本的方法論

創造の実践

リフレクションの実践
（省察）

遊び心の実践

教育

試行の実践

（エンパシー）
（イノベーション）

（チャレンジ）

共感

挑戦

技術
革新

（クリエイション）
創造力

共感の実践

♥

育
成
す
べ
き
人
材
像 

正
規
な
科
目
と
し
て
単
位
取
得
可
能
な
Q
R
E
C
科
目
群

QRECでは
国内外の先端的な
知見を獲得し、教育に
フィードバックしています。

大きく
２つのプログラムを
提供しています。

学
生
に
実
践
の
場
を
提
供
す
る
単
位
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
群
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QREC教育プログラムの目的

アイデア・
バトル

チャレンジ＆
クリエイション
（C＆C）

基礎・応用

九大祭
起業体験
プログラム
（QSHOP）

実践

ジャンプ・
アウト・
チャレンジ
（J.O.C）

S . I . P
（学生自発型
プロジェクト群）

QREC
科目群

（30科目）

基礎

応用

グローバル・
チャレンジ＆
クリエイション
（G.C＆C）

アカデミック
チャレンジ
（AC）



カリキュラム体系

（S. I .P）

カリキュラムにある科目は、全学の学生
が副専攻的な位置付けで履修すること
ができ、基礎から実践へと段階的に
アントレプレナーシップが学習できる
ようにデザインしています。

Motivation

Marketing/Strategy

Finance

Organization/
Group Dynamics

Knowledge/Tool

Integration

Idea Generation

社会の「課題」を理解し、
自らの夢実現のため「行動」すること
の重要性に気付く教育

課題解決のためのアイデアを
実現する方法や知識を得る教育

知識や方法論を理解した上で、
実際に実践してみる教育

問題解決のための
「アイデア創出」の方法を
トレーニングする。

市場創造、事業戦略を
理解する。

資金調達方法を学ぶ。

事業を進めるための組織や
チームづくりを学ぶ。
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／



チャレンジ&クリエイション（C&C）

グローバル・チャレンジ&クリエイション（G.C&C）／
ジャンプ・アウト・チャレンジ（J.O.C）

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/cc/

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/gcc/

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/joc/

（Student  In i t ia t ive  Program）

QRECでは、次の特色ある学生プロジェクト/
教育プログラムを
実施しています。

上図のような系統で繋がっていくことを想定しています。

世界のリアルな価値創造経験により、グローバル性、イノベーション感覚やアントレプレナーシップを育成するため、海外のビジネス
プランコンペ、技術コンペやハッカソンに応募する機会を提供します。

学外のビジネスコンテスト、プロジェクトコンテストへ参加し、他流試合を経験することで自らの立ち位置を確認し、より広い視野
に立ってプロジェクトを遂行する能力獲得を助けます。

学生が温めているアイデアを、潜在的なニーズや競合技術等の調査やメンターからのアドバイスを受ける事でブラッシュアップし、
より現実的なプランにしていくプロジェクトです。

九州大学院生を対象に研究助成し、学生がこの一連の実践を通じて「研究マネジメント」を習得することを狙いとしています。

※ハッカソンとはソフトウェア開発分野のプログラマーやグラフィックデザイナー、ユーザインターフェイス設計者、プロジェクトマネージャらが集中的に共同作業をするソフトウェア関連プロジェクトのイベント
　（「ハッカソン」『フリー百科事典 ウィキペディア日本語版』2014年11月26日（水）07:41 UTC、URL:http://ja.wikipedia.org）

グローバル・チャレンジ&クリエイション（G.C&C） I P.10

ジャンプ・アウト・チャレンジ（J.O.C） I P.10

学生が自ら企画・計画したアイデアによって採択されたプロジェクトに資金を提供し、実現に向け一年間活動していきます。
チャレンジ&クリエイション（C&C） I P.10

アイデア・バトル I P.11

アカデミックチャレンジ（AC） I P.11

◉アントレプレナーシップ・セミナー   I P.12
〈C＆Cの課題テーマ〉

◉九大祭起業体験プログラム（QSHOP） I P.11

チャレンジ＆
クリエイション
（C&C)

現実社会での実現
（商業化・ビジネス化）

ジャンプ・
アウト・チャレンジ
（J.O.C）

グローバル・
チャレンジ＆
クリエイション
（G.C&C）

アントレプレナーシップ・セミナー
九大祭起業体験プログラム

（QSHOP）

アイデア・
バトル

QRECによるメンタリング・コーチング

Plan ActionDo／Check

プロジ
ェクト

ベース
ドラー

ニング

下図のような段階を想定しています。

アカデミックチャレンジ（AC）
学内研究等

科研費・外部資金等

（教育研究プログラム・
研究拠点形成プロジェクト（P&P））

研究テーマ

起業家精神涵養と学生個々が自らのキャリアパスを考える機会提供を目的として、オムニバス形式に企画・開催していきます。

「九大祭」という場を利用して、起業を体験する教育関連プロジェクトです。 　全学事業として、九州大学学生に海外または国
内の学外ビジネスコンテスト、プロジェクトコンテ
ストへの参加を促し、学外の学生達と競い合う機
会、アイデアから具体的に社会で価値を生むサー
ビスや製品を生み出すプロセスを体験する機会を
提供します。国際社会等でのより広い視野に立っ
てプロジェクトを遂行する能力を助けます。

　1997年にスタートしたC&Cは、「キャンパスか
ら創造と挑戦の風を起こそう」をテーマに揚げ、九
州大学の学生のユニークなアイデアや研究プロ
ジェクトの実現を助成する全学事業です。
毎年実施、九州大学の独自性を示す象徴的な教育
プロジェクトとなっています。学生自らが企画・計
画したアイデアや研究計画を審査、新規性や社会
的インパクト等を基準にチーム採択します。約１年
間活動後の成果報告を審査し、優秀チームを表彰
します。

学生自発型プロジェクト群
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アイデア・バトル

アカデミックチャレンジ（AC）

アントレプレナーシップ・セミナー

アントレプレナーシップ・
米国セミナー（QREP2.0）

　毎年テーマを決め、講義への招聘講師の選定、交渉、講義の構成等の企画・運営を全て学生委員自
らが行い、アントレプレナーシップ涵養と学生個々が自らのキャリアを考える機会を提供しています。

　九州大学OB、ロバート・ファン博士らの支援によるアント
レプレナーシップと国際感覚の涵養を目的とした教育プロ
グラムです。米国シリコンバレーに１週間滞在し、チャレンジ
精神・国際意識を高める機会を提供しています。

グローバル・セミナー
　アントレプレナーシップに関し、グローバルに活躍する海
外の著名な大学研究者や教育者、実務家を招聘して実施す
る2014年度より開講した集中講義です。毎年、特色ある
テーマをもとに全て英語で行なわれ、国際教養を高める機
会を提供しています。

　学生が温めている独創的で荒削りなアイデアを潜在的ニーズや競合
技術、知的財産権の事前調査を行うことやメンターからのアドバイスを
受ける事で、より現実的なプロジェクト提案を可能にする2014年度よ
り新設したプロジェクトです。C&Cや外部のビジネスプラン・コンテス
トなど各種イベントに応募する前段階として位置づけられています。

　ACは、九州大学に在籍する大学院生を対象にした研究助成です。
学生自らが研究計画を企画し、必要な資金を手当てし、実際の研究を
行う、この一連の実践を通じて「研究マネジメント」を習得することを
狙いとしています。

「九大祭」起業体験プログラム（QSHOP）

　2011年度から開始したQSHOPは、九大祭を通して起業・経営を学
ぶプログラムです。九州大学学園祭の模擬店出店を起業機会として、
会社を設立し、実際に現金を使い販売活動します。販売活動のみなら
ず、株主総会等、実際にベンチャーキャピタリストや公認会計士による
サポートを受け、起業の流れを実体験するものです。

特色ある教育プログラム

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/entreseminar/

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/qrep/

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/ideabattle/

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/ac/

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/qshop/
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敬称略 （2016年6月現在）

QREC外部アドバイザー会議委員

QREC コア教員

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター
センター長
産学連携センター

専門分野
公共政策、産学連携

教授 谷口 博文
ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
副センター長

専門分野
アントレプレナーシップ、経営戦略論

准教授 五十嵐 伸吾

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・
センター 特命教授
（九州大学グローバルアントレプレナー育成
促進事業：EDGEプログラム総括リーダー）
専門分野
地域経済政策、アントレプレナーシップ、
産学連携

特命教授 谷川　徹
ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター

専門分野
対人・異文化コミュニケーション学、
リーダーシップ開発

特任准教授 松永 正樹

経済学研究院
産業マネジメント部門

専門分野
産学連携マネジメント、
技術経営（MOT）、
アントレプレナーシップ

教授 高田　仁

学術研究・産学官連携本部
ベンチャー創出推進グループ

専門分野
アントレプレナーシップ、
ベンチャービジネス、
起業支援

准教授 熊野 正樹

経済学研究院　
産業マネジメント部門

専門分野
イノベーションマネジメント

准教授 朱　穎

九州大学大学院　
芸術工学研究院　
デザインストラテジー専攻
専門分野
インテリアデザイン、オフィス
デザイン、ものづくりデザイン、
インクルーシブデザイン

教授 平井 康之

産学連携センター

専門分野
ナノサイエンス、ナノテクノロジー
国際産学連携
技術経営

教授 原田 裕一

組織

　文部科学省の平成26年度科学技術人材育成費補助
事業の一つである「グローバルアントレプレナー育成
促進事業（EDGEプログラム）で本学ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター（QREC）が中心と
なり提案した「九州大学グローバルイノベーション人材
育成エコシステム形成事業」が採択されました。

グローバルアントレプレナー
育成促進事業

イノベーション人材育成エコシステム

エコシステムネットワーク
形成プロジェクト

研修プロジェクト
研修派遣
研究者招聘

2

教育プロジェクトの
国際連携

グローバルアントレプレナー
育成環境の整備

実践型教育を企画・運営
できる人材の育成

実践型教育を企画・運営
できる人材の育成

持続可能なイノベーションを
生み出す国際コンソーシアム

1

情報発信
広報・啓発

Start up Weekend Fukuoka

3

研修プロジェクト
社会テーマの提供

2

教育プロジェクト
への参加、支援

1

情報発信
広報・啓発

体験セミナー実施
成果発表の場

3

研修プロジェクト2

教育プロジェクト1

情報発信
広報・啓発

3

アジア

持続可能なイノベーションを
生み出す国際コンソーシアム

アジア

生み出す国際コンソーシアム

アジアアジアアジア
グラミンG
ダッカ大学
台湾工業技術
研究院

アメリカ

生み出す国際コンソーシアム生み出す国際コンソーシアム生み出す国際コンソーシアム生み出す国際コンソーシアム

アメリカ
バテル記念研究所

MIT
360ip

アメリカアメリカアメリカ
バテル記念研究所バテル記念研究所バテル記念研究所

MIT
360ip

ヨーロッパ

グラミンG
ダッカ大学
台湾工業技術
研究院

台湾工業技術

バテル記念研究所バテル記念研究所バテル記念研究所バテル記念研究所バテル記念研究所バテル記念研究所
MITMITMIT
360ip360ip360ip

ヨーロッパ

アールト
大学

エコシステムネットワーク

台湾工業技術
研究院

台湾工業技術 360ip360ip360ip

ヨーロッパヨーロッパヨーロッパ

アールト
大学大学
アールト
大学

福岡市

形成プロジェクト形成プロジェクト

福岡市
FDC

リ・パブリック

福岡市福岡市福岡市
FDC

リ・パブリック
FDC

リ・パブリック

ささえる つたえる

まなぶ

（EDGEプログラム：Enhancing Development of Global Entrepreneur Programの略）

促進事業

グ
ロ
ー
バ
ル

地
域
連
携

大
学
内
連
携

QRECQREC
芸術工学
研究院大

学
内
連
携

QRECQRECQREC
芸術工学芸術工学芸術工学芸術工学
研究院

工学
研究院

大
学
内
連
携

芸術工学芸術工学
研究院
芸術工学芸術工学芸術工学芸術工学芸術工学芸術工学芸術工学
研究院研究院研究院研究院研究院研究院研究院研究院

研究院研究院研究院研究院
工学
研究院

医系
三部局
医系
三部局

ビジネス
スクール

QRECQRECQREC
ビジネスビジネスビジネスビジネス
スクールスクールスクールスクール
ビジネス
スクール

システム
情報科学
研究院

研究院研究院研究院研究院研究院研究院研究院研究院研究院

工学
研究院
工学工学工学工学
研究院研究院研究院研究院研究院研究院研究院研究院 三部局三部局三部局三部局三部局

医系
三部局
医系医系医系医系
三部局三部局三部局三部局

スクールスクールスクールスクールスクールスクールスクールスクール

システムシステムシステムシステムシステムシステムシステムシステムシステムシステム
情報科学情報科学情報科学
研究院研究院研究院

システム
情報科学
研究院

ウエルインベストメント株式会社　取締役会長
日本ベンチャー学会　前会長、現理事　早稲田大学　名誉教授・商学博士

松田 修一

Babson College
Associate professor of entrepreneurship

山川 恭弘

株式会社サンブリッジ　代表取締役会長
初代日本オラクル代表

アレン・マイナー

パイプドHD株式会社
代表取締役社長グループCEO

佐谷 宣昭

スタンフォード大学　教授
アジア・米国技術経営研究センター所長

リチャード・B・ダッシャー

株式会社はせがわ　相談役

長谷川 裕一

株式会社CROSS FM 前代表取締役社長
ネクスト・キャピタル・パートナーズ株式会社マネージャー

徳田 和嘉子

株式会社ヘリオス　代表取締役社長兼CEO

鍵本 忠尚

シネックス・コーポレーション　創業者、前会長
スリープログループ株式会社　取締役　九州大学　名誉博士

ロバート・ファン
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